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保護者の皆様へ 

 本校は「信頼される学校づくり」を目標に生徒・保護者・職員・同窓会が一丸となり地域・学校の活性化に取り組んでいます。

御心配・不安なことがありましたら、いつでも御連絡ください。    TEL 0993-76-2111 教頭まで 

       

       

                       

                                    

                                    

            

            

 

航
海
日
誌
「

澪
標
」 

卒 
修 
式 

～
旅
立
ち
の
と
き
～ 

★ 記事の詳細や，最新 

の情報は本校ブログを 

御覧ください。 

三
月
一
日
、
第
七
十
三
回 

本
科
卒
業
式
と
第
五
十
九
回 

専
攻
科
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
修
を
迎
え
た
九
十
六

名
の
卒
業
生
と
二
十
一
名
の
修
了
生
は
、
保
護
者
と
来
賓
の

方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
大
海
原
に
旅
立
ち
ま
し
た
。 

★
枕
崎
観
光
協
会
か
ら
表
彰 

 

 

枕
崎
市
の
食
文
化
や
魅
力
発
信
に
努

め
、
観
光
振
興
に
尽
力
し
た
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。 

★
桜
山
小
五
年
生
来
校 

 

五
年
生
三
十
三
名
が
来
校
し
、
情
報
通

信
科
の
授
業
を
体
験
、
モ
ー
ル
ス
通
信
に

挑
戦
し
ま
し
た
。 

★
同
窓
会
入
会
式 

 

卒
業
式
の
前
日
、
同
窓
会
『
若
潮
会
』

の
入
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
沢
同
窓

会
長
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
こ
と
ば
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

★
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

枕
崎
市
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
食
品
工

学
科
が
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
作
れ
る
防
災

食
レ
シ
ピ
の
研
究
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、
枕
崎
市
の

防
災
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。 

３月行事予定 ※詳細は本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへ 

２５日(金) 修了式・離任式 

４月行事予定 

  ５日(火) 新入生物品購入日 

  ６日(水) 始業式・新任式 

  ７日(木) 入学式・入寮式 

  ８日(金) 新入生テスト 

 １６日(土) 青雲寮歓迎会 

１８日(月)～ 家庭訪問・三者面談 

２１日(木) 新薩摩青雲丸完成披露式 

２８日(木) 野球交流戦(対枕崎高) 

５月行事予定 

 １２日(木) 薩摩青雲丸出港式 

 １７日(火)～１９日(木) 中間考査 

★知ってる？ 水産高校！⑥  海 翔 

 小型実習船の海翔（かいしょう）が，３月に竣

工しました。操船や釣り実習をはじめ，海洋環

境・資源調査にも活用されます。普段は枕崎ドッ

ク近くの港内に停泊しています。 

み
お
つ
く
し 

最 

新 

機 

器 

導 

入 

海
洋
科
海
洋
技
術
コ
ー
ス
の
実
習
室
に
最

新
の
航
海
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
航
海
計
器
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
電

子
海
図
の
関
連
機
器
の
充
実
や
、
天
候
な
ど

様
々
な
状
況
設
定
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
実

践
的
な
実
習
が
実
施
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
船

と
な
る
薩
摩
青
雲
丸
の
乗
船
実
習
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
実
践
力
を
身
に
付
け
た

人
材
の
育
成
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

■
下
川
床
涼
和
さ
ん 

南
指
宿
中
出
身 

 

海
技
士
の
問
題
も

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く

な
り
そ
う
で
期
待
し

て
い
る
。
将
来
の
船

長
目
指
し
、
実
践
力

を
身
に
付
け
た
い
。 

 

式
で
は
、
立
石
仁

志
校
長
よ
り
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
、『
皆

さ
ん
は
、
学
年
が
進

む
た
び
に
一
人
の
心

豊
か
な
人
間
に
大
き

く
成
長
し
ま
し
た
。

下
鈴
さ
ん(

頴
娃
中
出

身)

は
、
保
護
者
や
先

生
方
に
お
礼
を
伝
え

『
ど
ん
な
困
難
が
立

ち
は
だ
か
ろ
う
と
逃

げ
る
こ
と
な
く
、
胸
を

張
っ
て
前
向
き
に
乗

り
越
え
ま
す
。』
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
在

校
生
を
代
表
し
て
海

洋
科
二
年
の
下
川
床

涼
和
さ
ん(

南
指
宿
中

出
身)

が
『
先
輩
方
に

負
け
な
い
よ
う
、
錨
を

お
ろ
し
た
船
の
よ
う

に
地
に
足
を
つ
け
、
伝

統
を
つ
な
い
で
い
き

ま
す
。』
と
述
べ
ま
し

た
。
卒
修
生
の
皆
さ
ん

に
永
久
の
幸
せ
が
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
し

ま
す
。
お
め
で
と
う
！ 

卒
修
生
の
前
途
が

洋
々
た
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。』
と
こ
と
ば
を
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

 

卒
修
生
を
代
表
し

て
情
報
通
信
科
の
山

企
業
の
説
明
に
熱
視
線
！ 

 
食
品
工
学
科
一
・
二
年
生
を
対
象
に
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
で
求
人

票
の
見
方
講
座
や
面
接
マ
ナ
ー
指
導
が
行
わ
れ

た
後
、
各
ブ
ー
ス
で
、
企
業
等
の
説
明
を
熱
心

に
受
け
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
自
分
の

将
来
を
思
い
描
き
な
が
ら
真
剣
に
説
明
を
受
け

て
い
ま
し
た
。 

 

■
大
重
怜
央
さ
ん 

頴
娃
中
出
身 

 

ど
の
企
業
か
ら
も

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
切
」
と
言
わ

れ
た
。
就
職
試
験
本
番

ま
で
半
年
、
学
ん
だ
こ

と
を
身
に
付
け
、
勝
負

し
た
い
。 


